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・プログラムづくり等 
事業の実施支援 

・取組事例の普及 等 

●小学生 …  地域を知り体験を通して学ぶことで地域に愛着を持ち、中学生にあこがれを持ち、「将来自分も事業を 

やりたい」という地域の貢献しようとする意欲を持つ 

●中学生 …  事業の企画立案・実施を通して、体験的に地域について学びを深め、小学生に対して事業を行うことで、 

地域に貢献できたという自己有用感が高まり、地域に愛着を持つ 

公民館・コミセンで「中学生が企画・実施する、小学生向けの地域のよさを体感できるプログラム」の実施効果 

〈めざす姿〉 

〇 公民館等における郷土愛

育成プログラムの全県展開 

〇 参加小学生が、中学生に

なって参画する好循環創出 

社会教育関係職員初任者研修会・全県

研修会で事例発表 

（5月） 
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公民館主事(県内４館)が、各教育事務所社会教育主事と一緒

に「中学生が企画・実施する、小学生向けの地域のよさを体

感できるプログラム」を実施地域に合わせ検討 

当該公民館の地域で事前現地調査・地域団体との

スケジュール調整（※教育事務所社教主事も参加） 

地域の中学生を募集し、プログラムの企画準備（※） 

中学生が  ①地域資源の現地調査 

②調査をもとに、プログラムを企画 

③小学生募集のための広報活動 

地域の小学生の参加を募集し、中学生が主体となり事業の実施（※） 

地域学校協働活動推進員養成講座

での事例発表（9月～11月） 

事業の振りかえりまとめ

（※） 

・社会教育実践者対象の指導者

研修会での事例発表（2月） 

・ポータルサイトに掲載 
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